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喊しめ繩作りの講習会

　

「自分かちで作ったしめ繩でお正

月を迎えよう」と、上庄地区の老人

クラブ・長生会（山田諭会長、会員

600人）は、12月2日講習会を開き

ました。

　

各集落のお年寄りの代表らおよそ

50人が参加し、笹島佐々栄さん（木

本）が講師になって、玄関・神棚・

自動車用など4種類のしめ繩作りに

挑みました。

　

初めはながなかうまく編めず悪戦

苦闘していた人も、2時間もすると

立派なイ乍品が出来、会場巳は一足早

く迎春気分が漂っていました。

▼母親クラブのリーダーが研修会

　

子供を健やガに育てようと、11月26日母親クラブU

－ダー研修会が、市役所で開がれました。

　

保育所や児童館などの巧の田親クラブから、代表約

40人が出席。映画「田親クラブとふるさとの子供たち」

を鑑賞したり、非行防止の講演を聴いたほか、県母親

クラブ連絡協議会が今年発足しだのを契機に、大野市

でも協議会を設けることを決めました。

　

現在、委員会を設けて準備を進めており、来春の発

足を目指しています。

▲円山公園を桜の名所に

　

財団法人日本さくらの会（福田一会長）

からこのほど、大野市へ桜の苗木1，000本

が贈られました。贈られたのはソメイヨシ

ノ600本、八重桜300本、山桜100本。い

ずれも5年生で、高さは3～4なあります。

　

将来は円山公園一帯を桜の新名所にしよ

うと、六呂師高原振興会（中村徳明会長）

の手で植え込み作業が進められています。

　

日本さくらの会は、国花の桜を広く国民

に愛し育ててもらうため、副年から全国各

地巳苗木を贈っています。これまで県内で

は、勝山市や和泉村などに贈られています。
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恒例の市政座談会が10月26日

から11月20日まで、各公民館や

小学校など9会場で開かれまし

た。これは市民のみなさんの要

望や意見を市政に反映させよう

とするもので、どの会場にも多

数が参加。市側からは市長・助

役・教育長をはじめ各関係課長

が出席し「除雪対策」「転作問題」

　

「道路整備」など、将来にかか

わる重要な問題について熱のこ

もつだ話し合いが行われました。

各会場で出された主な内容を紹

介しましよう。問いは市民の発

言要旨、答えは行政側の答弁内

容の要約です。

問い今冬の除雪対策はどのように

なっているか。

答えこれまでは市保有のタイヤシ

ョベル車6台で早朝除雪をしていた

が、今年は民間のショベル車を借り

上げて、2倍の戦力で高速除雪をす

る計画である。降雪量が多くなった

場合には、さらにブルドーザーを借

り上げて、計画的に配置する。一番

困るのは路上駐車であるので、みん

なが注意し合って絶対にやめてほし

い。また、除雪路線には順位があり

それに従って除雪するので特に理解

してほしい。

問い流雪溝の水量が少なくて雪が

溶けないので、もっと増やしてもら

しゝたし‰

答え流雪溝は毎年整備をしている

が、市街地に入る水量が不足してい

る。もっと多くの水を取り入れるた

め、今後も河川改修や水源の確保に

努力する。

　

空き缶公害

　

必要なモラルの向上

問い水田利用再編対策について聞

きたい。

答え今年から3ヵ年計画の第2期

に入っている。当市の割り当ては3

ヵ年間は18．3％になっているが、今

年に限って、昨年の冷害などのため

約17．5％であった。各地区で転作推

進協議会が発足したので、今後の対

策を十分相談し検討したい。

問い農村総合モデル事業の計画は

どのように進んでいるか。

答え55年度で農村総合整備計画に

ついて国土庁の認可を得ている。現

在、来年度から新規採択してもらう

よう県・国へ強く要望している。

問い空き缶公害について市はどの

ように考えているか。

答えこれについては罰則や回収費

の上乗せ等を考えている自治体もあ

る。大野市民だけの問題ではないが

1人ひとりの自覚が大切である。時

間をかけてモラルの向上に努めたい。

　

休日急患診療所

　　　

4月にオープン

問い休日急患診療所の運営につい

て伺いたい。

答え現在建設している休日急患診

療所および、保健センター・准看護

婦学院は来年2月完成、4月オープ

ンの予定である。

　

診療所の運営は市医師会に願う予

定で、現在話し合いを進めている。

診療は日・祝日と年末・年始の休日

で、内科・外科などを予定している。

診療時間は午前9時～午後5時で、

医師と薬剤師が常駐する予定になっ

ている。

問い゛越美北線を守る会、、が結成

されたが、その後の経過はどうなっ

ているか。

答え現在は第2次廃線対象路線に

なっているが、除外されるものと確

信している。しかし、利用者が年々

少なくなってきているので゛みんな

で乗ろう残そう運動。を進めたい。

また、時間帯が悪くて利用したくて

も利用出来ないとの声も多いので、

運転本数を増やしてもらったり、便

利のよいダイヤに変えてもらうよう

金鉄局へ陳情したい。

熱のこもった座談会（小山公民館）
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12月の納税

固定資産税第3期分

国民年金保険料第3期分

25日までに納めて下さい。

お年寄りを励ます集い

　

1人暮らしのお年寄りとボラン

ティアの集い「ともしび」が、11

月29日乾側公民館で開かれました。

　

市内の各地区から約50人のお年

寄りを招き、ボランティアのみな

さんがつきたてのモチや手料理をふ

るまったり、歌や踊りなどを披露し

て励ましました。お年寄りたちはす

っかり雰囲気に溶け込み、楽しいひ

とときを過ごしました。

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
秘
書
広
報
課

（
電
話
⑥
1
1
1
1
）
印
刷
㈱
松
浦
印
刷


	19811215_001.pdf
	page1

	19811215_002.pdf
	page1


